
  

 

 

  

 
 

82日間という最も長い２学期も終わろうとしています。新型コロ

ナウイルス感染症の位置づけが５類になり、それまでの制限も緩和

されました。本校では、参観の制限をなくして四魂祭を実施しまし

た。文化の部では席数の関係で入れ替わっていただく形にはなりま

したが、生徒たちの素晴らしい発表を参観していただくことができま

した。体育の部においては力強い応援、全力で取り組む競技、魂のこもった演技などを保護者の皆

様に参観していただくことができ、四魂祭は保護者の皆様とともに感動を味わうことができました。

四中は「行事と生徒会活動で生徒を育てる」をスローガンに教育

活動を進めています。また、学校経営目標に『親和的な学びの集

団づくり』を掲げ、学級活動、道徳授業を要とした学級づくりを大

切にした学校づくりに取り組んでいます。少しずつではあります

が、生徒一人一人が着実に成長しています。四中生の素晴らしい

おこないを紹介します。 
 

「状況を理解し、考え、判断し、行動する力」  校長 菊地 範士 

 

10月26日の朝、富丘小学校の校長先生から「昨日、四中生が転んで怪我をしている小学生

を見つけて助けてくれました。」という電話がありました。詳しく聞くと、中学３年生の男子２名、女

子１名だそうです。３人は応急処置をし、小学生を背負い、小学生の自転車を持ち、励ましながら

富丘小まで運んでくれたそうです。富丘小の先生方も「中学生ってすごいな。頼りになるな。あり

がたいな。」と思ってくれたそうです。 

また、10月31日の朝には、近所の方から次のような電話が来ました。「朝、ゴミ置き場にゴミ

を捨てに行きました。両手にゴミ袋を持っていた私に、ゴミ置き場のネットを持ち上げてくれたの

です。こんな心遣いができる生徒がいます。助かりました。素晴らしい生徒さんがいますね。」との

ことでした。なんと、別の日（雨も風も強くて登校するのに苦労した日）にもゴミを出しに来た近

所のおばあちゃんを見て手を差し伸べ、ゴミ置き場のネットを持ち上げてくれました。 

なんて素敵なことでしょう。相手の気持ちや状況を理解して、自分

が何をすればいいのか考えたり、判断したりし、行動できる力は生活

していくうえでとても大切な力です。このような行動ができる生徒が

四中にはいます。学校教育目標「主体的に行動する生徒」に、また一

歩近づきました。もっともっと、素敵な四中生を紹介できたらいいなと

思っています。 

保護者の皆様、地域の皆様、四中生の更なる飛躍のために、これ

からもご支援とご協力、そして応援を、よろしくお願いいたします。 
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11月13日（月）に生徒会交代式が行われ、学校のリーダーが２

年生にバトンタッチされました。新生徒会では「共創」をスローガン

に掲げ、新たな活動をスタートさせています。これまでの先輩方が創

り上げてきた富士宮四中の伝統に、新たなカラーが加わり、新生富

士宮四中がどのような生徒会を創造してくれるのか、今から大変楽

しみです。 

また、11月28日（火）には、生徒総会Ⅱが開かれました。尊敬できる先輩方から引き継いだ

新たな委員長・副委員長は、プレッシャーを感じながらも、大変引き締まった素晴らしい顔つきを

していました。第３号議案では、富士宮四中の三大文化の一つである「黙働清掃」について全校

で話合いが行われ、自分たちが目指す姿を共有し、具体的な対策を提案し、学校への感謝の気

持ちをもち清掃をすることを確認しました。 
 

 
 

11月12日（日）に、富丘交流センターまつりが開催され、

本校の吹奏楽部がオープニングの演奏を、特別支援学級が「福

ろう製作所」として販売活動を行いま

した。多くの保護者の方、地域の方に

参観、購入していただきました。「福

ろう製作所」の物品については、毎年

楽しみにしている方が多く、生徒への賛辞など、大変心温まる交

流となりました。 
 

 
 

12月３日（日）の「地域防災の日」では、県下一斉に地域防

災訓練が実施されます。（淀師区は11月26日に実施）富士宮

市においても、「地域の特性に応じた防災体制の確立」と「市

民の防災意識の高揚による減災の実現」を目的として地域防災

訓練が実施されます。想定される大規模地震に対応するため

に、自主防災会が主体となり、自分たちの地域はみんなで守る

「共助」を実践する訓練となります。地域において中学生は大

きな力として大変期待されています。いざというときに頼りになる中学生となるために、

積極的に訓練に参加しましょう。 

区 訓練場所 区 訓練場所 

宮 原 各町内防災倉庫前 淀 橋 淀橋区民館 

大中里 大中里区各町内会 青 木 青木区各集会所 

外 神 外神区１～８町内全体 青木平 青木平中央公園 

※各区の訓練の詳細は、回覧板等で確認してください。 

新しい学校のリーダー 新生徒会スローガン「共創」 

富丘交流センターまつりに参加しました 

富士宮市地域防災訓練が行われます 

淀師区「地震体験」の様子 


